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児童生徒調査 

①

 
８７．７   

②学び方を自分で

選び、学習をすす

めることができる。 
９０．０   

児童・生徒の現状・課題 

指示されたことについてはやるが、そこから自ら追

究していこうとする児童は少ない。また、基本的な知

識を獲得するが、その知識を別の課題解決に生か

したり、そこから湧いてくる新たな疑問に気付いた

りする児童が少ない。 

 

具体的な手だて① 

授業や単元の初めには学習の流れや計画を示

すことで見通しをもたせ、終わりでは学習したこと

の振り返りをさせる。 

具体的な手だて② 

個人では自己の課題に気付けない児童もいる

ので、協働的に友達と見合って伝え合ったり、ＩＣＴ

機器を活用したりする。 

具体的な手だて③ 

低学年のうちはスモールステップで学び方を

「選ぶ」という素地を作り、中学年以上では学年に

応じて、積み重ねた知識をもとに「もっと知りた

い。」と追究できるような選択肢を組み込んでい

く。 

教員調査 

８１.３   

 ８７．６   

 

総括（７月） 
 

 

・校内研究の体育科を中心に、選択を中心とし

た授業についての共通理科、検討できるよう

にする。 

・児童に選択させるための教員の選択肢を各教

科でどのように設定したのか、実践例を紹介

し合ったり、アイディアを出し合ったりする時

間を意図的に設定する。 

総括（１月） 
 

 

学び続ける力を育むための重点目標 

授業の中で学び方について児童が選択する場面を

設定し、児童自身が自己の課題に応じて自己決定で

きるようにする。 


